
守富国も∴∴次項の三け特絡閲剣二でムすチi一ま鰯総総 ∴∴∴∴∴∴一一∴∴∴∴「∴ に旗適の尊重もしにし耀適一、すで01ム現 ∴；；；：：：：：「：：：： i i 擦、で牒書姦かが達を本 �i ∴ 

六日亜工大こ哩墓上目 、紙提 ○馨も　　“‘瀞 　　　皿im小山一一十 　　　平成鵜唖舗 　　甘 。後棚ろにうが鈴束＿＿＿⊥ 

：：繰言「：「：嚢∴「一言十一：： 議蘭輔勝二一三平部紬平輔道 子∴∴∴∴：： 豊麗申館中会 　評 議熱帯＼照iii〝i‾i‾1、‾‾（iii／‾二六ti ∴闇ふ∴ 麟鉦∵総蕊言。∴瀾 開聞闘い前締結 ○ 

蝋 

：：隷書：∴畿ニー：∴華麗：∴ 
1 1 



②
平
溝
琉
司

歳

脚二二刷調皿皿絶間岡田で工

宙

β

錬　β 

：∴∴「∴： ④③ 
さ：古；∴∴：錬　さ 
つ　三　　一　一　成　つ 

の∴∴∴∴⑯∴∴㊥ 

上　　り；　　九 
十　　十　十 
六　　五　二　　　0∴∴∴言葉 ����∴∴∴ 

の　二の ㊥∴∴∴㊤∴唖 ����泣i∴十 十∴ 

∴∴　：虻畠∴∴∴∴∴ 

轡 �∵∴∴∴∴∴ 敷藩藷 �鱗轡 ；∴∴ �∴：∴∴「 � 
経緯　胴撒温田鞠 

一・〟‾）1－ �幾畿錠i鞘 ：∴∴∴－∴ 1、葦ノ宰 

銚粥　輔躇嘲‘小

胆庖購　輔靂総鰐

且鎌の㊥　籠僻爛迦

乳児の行韓華麗

時掴∴㈱部囲轡圃繊髄鞘瞞掴蜜

且予診　電五秒貌夢韓劇適朱弼鞍壁

且〆且鵡煽り　噂離間蕃観適薬黍の鰭戦蛙で

西三河剣違稽古初め　　膚合い胸00∴剣道　騰：00　碧南臨海体

紬：30　安城体

勤のの　軍旗擁

鴫㈱　繊維虻

鋤く）西尾中央体

紙の㊥　繭躍経緯

踊鍋　安城体

Lノノ′屯4（木）西三河剣道高齢者稽古会

㌦卑信雄計上籠鋪圃態聡藻鱒選果藩

（iL／鳥篭暗鵬鱒鋼囲幣鰯滞蕃剣適粟藷藻凰p艶聖堂睡薬

邑ノ／’23（土）平成27年度西三河高校剣道大会

観捗寧潮遇展開緻壁

1／／遠の（土）西三浦剣道高齢者稽古会

頭骨の∴∴／スカイホール盤閏薗三河少年剣道大会
eu日豊Diで心機…四〇Pmeomepm…∞両町00－OC日月㊤9－0日暮iOe一郎．調…∞00‘和朝凪00は099観山〇〇°の00．°－enmeuの09脚bo的…凹的∞…∞ee四〇〇（のoe《調…出前∽…閥1，〕間Oe．則口調o心髄陣中0099日白さ何輪

《醤尾剣遵月例稽古会》　　　1∴00　　　　　　　西尾総体

1「．／玲∴∴∴且／仁し＄∴∴∴且！23

の
輯
戯
二
十
悟
特
撰

愛
錮
媒
輔
籍
葉
嬢
新
人
僻
静
大
会

剣
道
大
会

（
麗
橋
S
C
　
十
一
月
二
十
三
日
）

▽
男
子
団
体

三
鍛
∴
輔
展
開
籍
聾
澱

準
々
二
X
一
室
学
締
高

準
決
一
冨
二
二
岡
蹄
城
西
高

速
車
甲
斐
大
賞
　
岡
部
紘
牽
　
三
滴

宏
保
　
味
岡
俊
嘉
　
竹
轟
晃
平

山
暗
仁
紀
　
橋
本
掃
海

▽
女
子
個
人

準
鐙
勝
∴
稲
垣
知
乃

準
々
二
X
の
鱒
根
　
（
桜
丘
）

準
決
二
X
の
浦
野
　
二
宮
薗
）

決
勝
の
X
一
佐
久
間
（
岡
騎
城
西
）

※
来
年
二
月
、
岐
阜
県
関
南
で
行

わ
れ
る
薬
海
大
会
に
開
場
す
る
。

の
第
態
圃

静
翻
騎
隼
馨
欒
流
砂
笹
鱒
遼
東
蕃

（
豊
川
荻
小
　
十
二
月
六
日
）

▽
小
学
生
団
体
戦

鰻
麟
∴
蘭
編
纂
忍

。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

準
決
三
次
の
薬
剤
友
会
　
（
岡
騎
）

秩
勝
二
X
二
御
油
剣
道
教
董

（
本
数
勝
ち
）
　
　
　
　
（
墓
川
）

選
章
神
谷
竣
介
　
（
室
）
　
磯
村
武
志
　
（
三
）

河
邁
艶
麗
三
二
）
　
天
野
荊
久
斗
（
三
）

半
田
諒
青
　
（
窒
）

＊
薦
剰
余
酷
チ
ー
ム

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
団
戦
敗
退

選
手
木
村
千
鶴
垂
）
榎
本
麗
輩
窒
）

谷
業
有
番
へ
董
）
斎
藤
荊
瀬
（
三
）

犬
壊
愛
里
（
三
）
佐
久
間
彩
乃
（
三
）

の
籍
三
甘
茶
固
籠
輯
嬢
駐

雄
韓
攣
盤
鎖
邁
銅
臭
避
雷
権
大
会

へ
鶴
城
体
　
　
十
二
月
五
日
）
）

▽
小
学
低
学
年

①
雷
鳥
莞
太
（
鶴
）

③
大
野
さ
く
ら
小
野
）

▽
小
学
四
年
男
子

①
川
澄
晃
平
（
野
）

③
山
本
穣
汰
（
八
）

▽
小
学
五
年
男
子

①
伊
藤
晃
英
（
鶴
）

③
村
松
和
季
（
八
）

▽
小
学
六
年
男
子

①
申
相
槌
太
（
鶴
）

③
新
資
源
輝
　
（
戚
）

▽
小
学
閏
年
女
子

①
近
藤
　
舞
（
野
）

⑧
鈴
木
藁
優
（
莱
）

⑧
井
関
　
爽
（
八
）

）
松
騎
朱
墨
太
へ
鶴
）

⑧
寺
寓
壮
太
（
鶴
）

∴
碓
ケ
谷
鱒
斗
（
八
）

②
川
村
輪
雅
（
八
）

e
鈴
木
大
王
禁
八
）

②
溝
口
常
襲
芸
八
時

⑱
牧
野
姫
愛
　
（
米
）

▽
小
学
五
二
八
年
隼
女
子

①
吉
本
り
ん
へ
鶴
）
②
井
上
　
柔
へ
八
）

③
二
村
日
薬
子
外
米
∵
木
下
椎
葉
（
八
）

▽
中
学
一
年
男
子

①
村
井
飛
翔
へ
繊
）

③
額
田
創
太
へ
鶴
）

▽
軍
学
二
年
男
子

①
太
田
韓
人
（
鶉
）

③
榊
原
　
薬
代
鶴
）

▽
甲
学
女
子

①
岩
坂
結
採
－
（
平
山

②
山
本
憲
太
へ
鶴
）

。
押
谷
圭
翔
へ
鶴
）

②
浅
井
俊
亮
へ
鶴
）

÷
髄
垣
雄
太
（
鶴
）

②
中
根
愛
蕪
還
し

○
第
九
㊥
国

東
剣
会
剣
道
個
人
選
手
権
大
会

三
一
和
小
　
　
　
十
二
月
五
日
）

▽
基
本
の
部

①
木
村
備
介
（
塞
）
②
細
川
鞄
太
二
二
）

③
加
藤
　
公
へ
室
）
e
佐
藤
擾
婿
（
三
回

▽
小
四
以
下

①
稲
垣
優
巽
（
三
）
②
岡
田
宗
大
釜
）

③
半
田
穂
莫
塗
）
。
永
富
最
澄
壷
）

▽
小
五
以
下

①
長
谷
透
真
墨
）
②
古
橋
　
基
（
室
）

③
湖
山
書
紀
（
室
）
・
籾
山
調
子
壷
）

▽
小
六
以
下

①
神
谷
竣
介
（
室
）
②
谷
業
有
番
へ
塞
）

②
半
里
璧
黒
蜜
∵
榎
本
麗
輩
塗
）

▽
車
掌
一
年
鼎
子

①
藤
田
凌
太
へ
薗
）
②
杉
山
像
幕
霊
室
）

③
神
谷
英
樹
（
西
）
。
井
ノ
上
太
希
（
囲
）

▽
軍
学
二
年
男
子

①
太
田
篤
志
（
西
）
⑧
木
村
鼻
を
介
（
東
）

③
長
谷
崇
曳
（
東
）
o
加
藤
圭
悟
（
東
）

▽
中
学
一
年
女
子

①
濱
騎
稟
尋
（
西
）
②
磯
谷
葉
衣
（
西
）

▽
中
学
二
年
女
子

①
榊
原
小
審
（
西
）
②
束
縛
範
確
寮
）

の
第
十
蕪
闘
観
潮
轢
争
薄

韓
葉
酸
鍼
態
選
擬
錬
戯
扶
余

（
敦
鶴
高
校
　
十
二
月
十
三
里

▽
女
子
の
部

三
　
鰻
∴
特
撮
韓
響
擬

ニ
」
の
大
会
に
は
も
北
陸
、
東
海
、

近
畿
な
ど
各
鞄
方
か
ら
強
豪
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
。

小
津
嬢
が
合
同

十
一
月
二
十
八
日
（
土
）
、
市

内
の
小
学
校
の
剣
道
部
顧
闇
が
数

名
顔
を
合
わ
せ
、
合
同
錬
成
会
を

開
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
福

墟
商
都
小
学
校
で
実
施
し
た
。

実
施
す
る
に
当
た
り
、
市
外
か

ら
東
レ
居
敬
堂
、
新
知
、
朝
日
、

補
修
会
チ
ー
ム
を
描
い
て
、
よ
り

効
果
的
な
会
に
し
た
。

熟
鵠
事
鸞
轡
認
端
部
驚
栽
輩
璃
討
激
減
蔀
鶴
欝
隷
端
部
鸞
滅
謙
譲
璃
驚
憑
域
鵠
－
鋳
り
摘
録
当
部

雑
音
㌦
豊
す
ず

三
窒
蟻
の
方
が
鰯
道
議
議
。

熱
っ
ぼ
雫
語
ら
れ
て
い
た
の
ほ

稽
古
袋
の
こ
豊
。
参
加
静
が
隈
窟

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
裔
軍
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経

っ
た
が
そ
れ
な
り
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が
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な
い
。
播
互
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こ
の
藍
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し
っ

か
り
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て
な
い
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が
鰭
に
雷
に

か
か
っ
た
。


